
 

 

 

 

 

 

１．訓練等で明らかになった問題について 

→川越車セ入区時に清掃を実施するが、運転の途中で汚れた際等においては、 
カメラ用の清掃用具を搭載するので、必要に応じて運転士が清掃を実施して欲しい。 

→基本的に着座してカメラの前後を切替える等の対応をして欲しい。 

→仕様であり改修できない。映像が扱った側に寄るので、そこで判断して欲しい。 

→死角はあるが、お客さまの乗降を確認するためのカメラであり、現状で問題ない。 

→お客さまの挙動で判断すると共に、カメラの前後切替え等で対応して欲しい。 

→発車時にモニターを再確認することで、ホーム上の安全を確認して欲しい。 

→12/６現在、３０件発生しており、その内の２３件が同編成で発生している。
原因究明のためにセンサーと制御装置を付け替えて以降、同事象は発生していない。

２．お身体の不自由なお客さま対応について 

→駅社員不在の時間帯等に事前連絡なく急遽お客さまがご乗車される場合等。 

→対面で行う場合や指令を介して行うことになる。フローについては今後作成する。 
３．タブレット関連について 

→ＤＴＡＣと乗換案内のアプリを同時に立ち上げると自動放送ができなくなる事象に 
ついては、ワンマン運転開始までにアプリの改修を行い解決する予定である。 

→詰所や予備バッテリーを活用して対応して欲しい。 
４．拝島駅ホームドアについて 

→試行期間が終了し、維持コストが掛かるため撤去した。 
５．旅客からの暴力行為発生時の対応について 

→車内の防犯カメラを増備したので抑止力になる。 

→配布しているトラブル対応ハンドブックを各自が読んで、それに則って対応して欲しい。


